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※１ 自動洗浄小便器（UFS 900系）用点検口付ライニン
グには含まれておりません。別途手配が必要です
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対応間口： 
漓1560～1660：（UAUN22R1＊＊） 
滷1660～1760：（UAUN22R2＊＊） 
澆1760～1860：（UAUN22R3＊＊） 
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＜施工の前に＞
●品揃えは、１連、２連、または３連です。
図は、２連・手すりあり（右側）仕様です。

●器具間ピッチは、８００㎜の１種類になります。

部 位 下 地 固 定 部 材

壁固定部

コンクリート
（仕上げ厚１０㎜以内）

樹脂プラグ
（下穴φ８、深さ：５５） 同梱

鋼製下地＋耐水合板
（t１２以上）

タッピンねじ
（φ５×５０） 同梱

ALC ALC用アンカー・固定ボルト
（フレーム下穴φ１５） 現場手配

コンクリートブロック 接着系アンカー 現場手配

床固定部 コンクリート
（仕上げ厚１０�以内）

樹脂プラグ
（下穴φ８、深さ：５５） 同梱

事前施工情報
１．小便器用点検口付ライニングの構成
小便器用点検口付ライニングは下図のような部
材で構成されています。自動洗浄小便器、設備
配管部材、電気工事部材、コーキング部材は含
んでおりません。お客様にて別途手配していた
だく必要があります。

以下の器具が設置可能です。ライニングには器
具設置のための下地処理（穴あけ加工、補強加
工）がされています。（手すり設置の場合、プ
ランに応じた品番をご指定ください。）
�手すり(T112CU2，T113BU2)
�側板（専用品）
２．現場工程
小便器用点検口付ライニングは壁・床・間仕切
り工事後に設置してください。

３．間口対応
製品呼び寸法に対して±７５�の範囲で調整でき
ます。
調整の際は甲板、幅木を現場で切断して、また、
前板はフィラーの飲み込み代で合わせます。

側板（オプション）を設置する場合
側板側のフィラーによる間口調整はできません。
４．取付下地
取り付ける壁、床の下地に合わせて下記の固定
部材をご使用ください。

安全上のご注意

警告
�浴室のような湿気の多い場所に設置しない。
取り付け器具の故障や漏電の原因になります。
�取り付けを行う壁や床には十分な強度をもっ
た所定の下地を設ける。固定強度が不足すると
壁の破損や器具の落下の原因となります。
�屋外および傾斜のある壁面や振動の激しい場
所には設置しない。取り付けが不安定になり、
器具の落下原因となります。

自動洗浄小便器（UFS９００系）用点検口付ライニング
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